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自
動
車
の
運
転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る
行
為
等
の
処
罰
に
関
す
る
法
律

（
定
義
）

第
一
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
自
動
車
」
と
は
、
道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
第
二
条
第
一
項
第
九
号

に
規
定
す
る
自
動
車
及
び
同
項
第
十
号
に
規
定
す
る
原
動
機
付
自
転
車
を
い
う
。

２

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
無
免
許
運
転
」
と
は
、
法
令
の
規
定
に
よ
る
運
転
の
免
許
を
受
け
て
い
る
者
又
は
道
路
交
通
法
第

百
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
国
際
運
転
免
許
証
若
し
く
は
外
国
運
転
免
許
証
で
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
者

で
な
け
れ
ば
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
自
動
車
を
当
該
免
許
を
受
け
な
い
で
（
法
令
の
規
定
に
よ
り

当
該
免
許
の
効
力
が
停
止
さ
れ
て
い
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
当
該
国
際
運
転
免
許
証
若
し
く
は
外
国
運
転
免
許
証
を
所
持

し
な
い
で
（
同
法
第
八
十
八
条
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
又
は
本
邦
に
上
陸
（
住
民

基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
に
基
づ
き
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
者
が
出
入
国
管
理
及
び

難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
第
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
出
国
の
確
認
、
同
法
第
二
十
六
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
再
入
国
の
許
可
（
同
法
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
（
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍

を
離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
一
号
）
第
二
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
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す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
再
入
国
の
許
可

を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
六
十
一
条
の
二
の
十
二
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
難
民
旅
行
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
出
国
し
、
当
該
出
国
の
日
か
ら
三
月
に
満
た
な
い
期
間
内
に
再
び
本
邦
に

上
陸
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
上
陸
を
除
く
。
）
を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
滞
在
期
間
が
一
年
を
超
え
て
い
る
場
合
を
含
む

。
）
、
道
路
（
道
路
交
通
法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
道
路
を
い
う
。
）
に
お
い
て
、
運
転
す
る
こ
と
を
い
う
。

（
危
険
運
転
致
死
傷
）

第
二
条

次
に
掲
げ
る
行
為
を
行
い
、
よ
っ
て
、
人
を
負
傷
さ
せ
た
者
は
十
五
年
以
下
の
懲
役
に
処
し
、
人
を
死
亡
さ
せ
た
者

は
一
年
以
上
の
有
期
懲
役
に
処
す
る
。

一

ア
ル
コ
ー
ル
又
は
薬
物
の
影
響
に
よ
り
正
常
な
運
転
が
困
難
な
状
態
で
自
動
車
を
走
行
さ
せ
る
行
為

二

そ
の
進
行
を
制
御
す
る
こ
と
が
困
難
な
高
速
度
で
自
動
車
を
走
行
さ
せ
る
行
為

三

そ
の
進
行
を
制
御
す
る
技
能
を
有
し
な
い
で
自
動
車
を
走
行
さ
せ
る
行
為

四

人
又
は
車
の
通
行
を
妨
害
す
る
目
的
で
、
走
行
中
の
自
動
車
の
直
前
に
進
入
し
、
そ
の
他
通
行
中
の
人
又
は
車
に
著
し

く
接
近
し
、
か
つ
、
重
大
な
交
通
の
危
険
を
生
じ
さ
せ
る
速
度
で
自
動
車
を
運
転
す
る
行
為
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五

赤
色
信
号
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
信
号
を
殊
更
に
無
視
し
、
か
つ
、
重
大
な
交
通
の
危
険
を
生
じ
さ
せ
る
速
度
で
自
動

車
を
運
転
す
る
行
為

六

通
行
禁
止
道
路
（
道
路
標
識
若
し
く
は
道
路
標
示
に
よ
り
、
又
は
そ
の
他
法
令
の
規
定
に
よ
り
自
動
車
の
通
行
が
禁
止

さ
れ
て
い
る
道
路
又
は
そ
の
部
分
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
通
行
す
る
こ
と
が
人
又
は
車
に
交
通
の
危
険
を
生
じ
さ
せ
る
も
の

と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
）
を
進
行
し
、
か
つ
、
重
大
な
交
通
の
危
険
を
生
じ
さ
せ
る
速
度
で
自
動
車
を
運

転
す
る
行
為

第
三
条

ア
ル
コ
ー
ル
又
は
薬
物
の
影
響
に
よ
り
、
そ
の
走
行
中
に
正
常
な
運
転
に
支
障
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
状
態
で
、

自
動
車
を
運
転
し
、
よ
っ
て
、
そ
の
ア
ル
コ
ー
ル
又
は
薬
物
の
影
響
に
よ
り
正
常
な
運
転
が
困
難
な
状
態
に
陥
り
、
人
を
負

傷
さ
せ
た
者
は
十
二
年
以
下
の
懲
役
に
処
し
、
人
を
死
亡
さ
せ
た
者
は
十
五
年
以
下
の
懲
役
に
処
す
る
。

２

自
動
車
の
運
転
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
病
気
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
の
影
響
に
よ
り
、
そ
の
走
行
中
に
正

常
な
運
転
に
支
障
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
状
態
で
、
自
動
車
を
運
転
し
、
よ
っ
て
、
そ
の
病
気
の
影
響
に
よ
り
正
常
な
運

転
が
困
難
な
状
態
に
陥
り
、
人
を
死
傷
さ
せ
た
者
も
、
前
項
と
同
様
と
す
る
。

（
過
失
運
転
致
死
傷
ア
ル
コ
ー
ル
等
影
響
発
覚
免
脱
）
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第
四
条

ア
ル
コ
ー
ル
又
は
薬
物
の
影
響
に
よ
り
そ
の
走
行
中
に
正
常
な
運
転
に
支
障
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
状
態
で
自
動

車
を
運
転
し
た
者
が
、
運
転
上
必
要
な
注
意
を
怠
り
、
よ
っ
て
人
を
死
傷
さ
せ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
運
転
の
時
の
ア
ル

コ
ー
ル
又
は
薬
物
の
影
響
の
有
無
又
は
程
度
が
発
覚
す
る
こ
と
を
免
れ
る
目
的
で
、
更
に
ア
ル
コ
ー
ル
又
は
薬
物
を
摂
取
す

る
こ
と
、
そ
の
場
を
離
れ
て
身
体
に
保
有
す
る
ア
ル
コ
ー
ル
又
は
薬
物
の
濃
度
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
そ
の
他
そ
の
影
響
の
有

無
又
は
程
度
が
発
覚
す
る
こ
と
を
免
れ
る
べ
き
行
為
を
し
た
と
き
は
、
十
二
年
以
下
の
懲
役
に
処
す
る
。

（
過
失
運
転
致
死
傷
）

第
五
条

自
動
車
の
運
転
上
必
要
な
注
意
を
怠
り
、
よ
っ
て
人
を
死
傷
さ
せ
た
者
は
、
七
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
禁
錮
又
は

百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
傷
害
が
軽
い
と
き
は
、
情
状
に
よ
り
、
そ
の
刑
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

（
無
免
許
運
転
に
よ
る
加
重
）

第
六
条

第
二
条
（
第
三
号
を
除
く
。
）
の
罪
を
犯
し
た
者
（
人
を
負
傷
さ
せ
た
者
に
限
る
。
）
が
、
そ
の
罪
を
犯
し
た
時
に

無
免
許
運
転
を
し
た
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
六
月
以
上
の
有
期
懲
役
に
処
す
る
。

２

第
三
条
の
罪
を
犯
し
た
者
が
、
そ
の
罪
を
犯
し
た
時
に
無
免
許
運
転
を
し
た
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
人
を
負
傷
さ
せ
た
者
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は
十
五
年
以
下
の
懲
役
に
処
し
、
人
を
死
亡
さ
せ
た
者
は
六
月
以
上
の
有
期
懲
役
に
処
す
る
。

３

第
四
条
の
罪
を
犯
し
た
者
が
、
そ
の
罪
を
犯
し
た
時
に
無
免
許
運
転
を
し
た
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
十
五
年
以
下
の
懲
役

に
処
す
る
。

４

前
条
の
罪
を
犯
し
た
者
が
、
そ
の
罪
を
犯
し
た
時
に
無
免
許
運
転
を
し
た
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
十
年
以
下
の
懲
役
に
処

す
る
。附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
刑
法
の
一
部
改
正
）

第
二
条

刑
法
（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
二
百
八
条
の
三
」
を
「
第
二
百
八
条
の
二
」
に
改
め
る
。

第
二
百
八
条
の
二
を
削
り
、
第
二
百
八
条
の
三
を
第
二
百
八
条
の
二
と
す
る
。

第
二
百
十
一
条
第
二
項
を
削
る
。
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（
刑
事
訴
訟
法
の
一
部
改
正
）

第
三
条

刑
事
訴
訟
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
百
十
六
条
の
三
十
三
第
一
項
第
四
号
中
「
前
三
号
」
を
「
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
五

号
と
し
、
同
項
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

自
動
車
の
運
転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る
行
為
等
の
処
罰
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第

号
）
第

四
条
、
第
五
条
又
は
第
六
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
罪

（
少
年
法
の
一
部
改
正
）

第
四
条

少
年
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
六
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

自
動
車
の
運
転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る
行
為
等
の
処
罰
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第

号
）
第

四
条
、
第
五
条
又
は
第
六
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
罪

（
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
の
一
部
改
正
）

第
五
条

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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第
五
条
第
一
項
第
四
号
中
「
禁
錮
」
を
「
禁
錮
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
覚
せ
い
剤
」
を
「
覚
醒
剤
」
に
改
め
、
同

こ

項
第
九
号
の
二
中
「
又
は
特
殊
開
錠
用
具
の
所
持
の
禁
止
等
に
関
す
る
法
律
」
を
「
、
特
殊
開
錠
用
具
の
所
持
の
禁
止
等
に

関
す
る
法
律
」
に
改
め
、
「
第
十
六
条
の
罪
」
の
下
に
「
又
は
自
動
車
の
運
転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る
行
為
等
の
処
罰
に

関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第

号
）
第
二
条
若
し
く
は
第
六
条
第
一
項
の
罪
」
を
加
え
、
「
禁
錮
」
を
「
禁

こ

錮
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
第
四
号
の
二
中
「
又
は
特
殊
開
錠
用
具
の
所
持
の
禁
止
等
に
関
す
る
法
律
」
を
「
、
特
殊
開
錠
用
具
の
所
持

の
禁
止
等
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
、
「
第
十
六
条
の
罪
」
の
下
に
「
又
は
自
動
車
の
運
転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る
行
為

等
の
処
罰
に
関
す
る
法
律
第
二
条
若
し
く
は
第
六
条
第
一
項
の
罪
」
を
加
え
る
。

第
二
十
四
条
の
三
第
三
号
、
第
六
十
一
条
の
二
の
二
第
一
項
第
四
号
及
び
第
六
十
一
条
の
二
の
四
第
一
項
第
七
号
中
「
又

は
特
殊
開
錠
用
具
の
所
持
の
禁
止
等
に
関
す
る
法
律
」
を
「
、
特
殊
開
錠
用
具
の
所
持
の
禁
止
等
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め

、
「
第
十
六
条
の
罪
」
の
下
に
「
又
は
自
動
車
の
運
転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る
行
為
等
の
処
罰
に
関
す
る
法
律
第
二
条
若

し
く
は
第
六
条
第
一
項
の
罪
」
を
加
え
、
「
禁
錮
」
を
「
禁
錮
」
に
改
め
る
。

こ

（
道
路
交
通
法
の
一
部
改
正
）
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第
六
条

道
路
交
通
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
十
条
第
二
項
第
二
号
中
「
刑
法
第
二
百
八
条
の
二
」
を
「
自
動
車
の
運
転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る
行
為
等
の
処
罰

に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第

号
）
第
二
条
か
ら
第
四
条
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
刑
法
第
二

百
八
条
の
二
」
を
「
自
動
車
の
運
転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る
行
為
等
の
処
罰
に
関
す
る
法
律
第
二
条
か
ら
第
四
条
ま
で
」

に
改
め
る
。

第
九
十
九
条
の
二
第
四
項
第
二
号
ニ
中
「
刑
法
第
二
百
八
条
の
二
若
し
く
は
第
二
百
十
一
条
第
二
項
」
を
「
自
動
車
の
運

転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る
行
為
等
の
処
罰
に
関
す
る
法
律
第
二
条
か
ら
第
六
条
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
百
三
条
第
二
項
第
二
号
及
び
第
五
号
並
び
に
第
百
七
条
の
五
第
二
項
第
二
号
中
「
刑
法
第
二
百
八
条
の
二
」
を
「
自
動

車
の
運
転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る
行
為
等
の
処
罰
に
関
す
る
法
律
第
二
条
か
ら
第
四
条
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
百
八
条
の
四
第
三
項
第
三
号
中
「
刑
法
第
二
百
八
条
の
二
若
し
く
は
第
二
百
十
一
条
第
二
項
」
を
「
自
動
車
の
運
転
に

よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る
行
為
等
の
処
罰
に
関
す
る
法
律
第
二
条
か
ら
第
六
条
ま
で
」
に
、
「
禁
錮
」
を
「
禁
錮
」
に
改
め
る
。

こ

（
刑
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
七
条

刑
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
五
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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附
則
第
五
条
中
「
前
条
」
を
「
自
動
車
の
運
転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る
行
為
等
の
処
罰
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五

年
法
律
第

号
）
附
則
第
六
条
」
に
、
「
第
二
百
十
一
条
第
二
項
」
」
を
「
第
六
条
ま
で
」
」
に
、
「
第
二
百
十
一
条

第
二
項
の
」
を
「
第
六
条
ま
で
の
罪
、
同
法
附
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
刑
法
第
二
百
八
条
の
二
若
し
く
は
第
二

百
十
一
条
第
二
項
（
自
動
車
の
運
転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る
行
為
等
の
処
罰
に
関
す
る
法
律
附
則
第
十
四
条
の
規
定
に
よ

り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
規
定
を
含
む
。
）
の
」
に
改
め
る
。

（
職
業
安
定
法
等
の
一
部
改
正
）

第
八
条

次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
中
「
第
二
百
八
条
の
三
」
を
「
第
二
百
八
条
の
二
」
に
改
め
る
。

一

職
業
安
定
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
三
十
二
条
第
一
号

二

船
員
職
業
安
定
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
号
）
第
五
十
六
条
第
一
号

三

建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
）
第
八
条
第
八
号

四

投
資
信
託
及
び
投
資
法
人
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
九
十
八
号
）
第
九
十
八
条
第
五
号

五

酒
税
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
六
号
）
第
十
条
第
七
号
の
二

六

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
十
四
条
の
三
第
三
項
第
三
号
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七

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
七
条
第
五
項
第
四
号
ハ

八

建
設
労
働
者
の
雇
用
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
一
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
十
三
条
第
四
号
イ
及
び
第
三

十
二
条
第
一
号

九

成
田
国
際
空
港
の
安
全
確
保
に
関
す
る
緊
急
措
置
法
（
昭
和
五
十
三
年
法
律
第
四
十
二
号
）
第
二
条
第
一
項
第
一
号

十

労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
年
法
律
第
八
十
八

号
）
第
六
条
第
一
号

十
一

港
湾
労
働
法
（
昭
和
六
十
三
年
法
律
第
四
十
号
）
第
十
三
条
第
一
号

十
二

不
動
産
特
定
共
同
事
業
法
（
平
成
六
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
六
条
第
六
号
ニ

十
三

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
条
第
四
号
及
び
第
四
十
七
条
第
一
号
ハ

十
四

資
産
の
流
動
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
五
号
）
第
七
十
条
第
一
項
第
五
号

十
五

著
作
権
等
管
理
事
業
法
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
第
五
号
ホ

十
六

社
債
、
株
式
等
の
振
替
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
七
十
五
号
）
第
三
条
第
一
項
第
四
号
ヘ

十
七

使
用
済
自
動
車
の
再
資
源
化
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
七
号
）
第
六
十
二
条
第
一
項
第
二
号
ハ
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十
八

信
託
業
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
五
十
四
号
）
第
五
条
第
二
項
第
八
号
チ

十
九

会
社
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
八
十
七
号
）
第
二
百
三
十
三
条

第
三
十
九
項
第
一
号
ロ
(5)

二
十

電
子
記
録
債
権
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百
二
号
）
第
五
十
一
条
第
一
項
第
四
号
ヘ

（
宅
地
建
物
取
引
業
法
の
一
部
改
正
）

第
九
条

宅
地
建
物
取
引
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
七
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
項
第
三
号
の
二
中
「
第
二
百
八
条
の
三
」
を
「
第
二
百
八
条
の
二
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
第
一
項
第
五
号
中
「
禁
錮
」
を
「
禁
錮
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
の
二
中
「
第
二
百
八
条
の
三
」
を
「
第
二
百

こ

八
条
の
二
」
に
改
め
る
。

第
五
十
二
条
第
七
号
ロ
中
「
禁
錮
」
を
「
禁
錮
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
第
二
百
八
条
の
三
」
を
「
第
二
百
八
条
の
二
」

こ

に
改
め
る
。

（
関
税
法
の
一
部
改
正
）

第
十
条

関
税
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
六
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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第
七
条
の
五
第
一
号
ハ
中
「
第
二
百
八
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
二
百
八
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
四
十
三
条
第
三
号
中
「
禁
錮
」
を
「
禁
錮
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
中
「
第
二
百
八
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
二
百
八

こ

条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
六
十
三
条
の
四
第
一
号
ハ
中
「
禁
錮
」
を
「
禁
錮
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
第
二
百
八
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
二
百

こ

八
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
六
十
七
条
の
六
第
一
号
ニ
、
第
六
十
七
条
の
十
三
第
三
項
第
一
号
ニ
及
び
第
七
十
九
条
第
三
項
第
一
号
ホ
中
「
第
二
百

八
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
二
百
八
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
積
立
式
宅
地
建
物
販
売
業
法
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

積
立
式
宅
地
建
物
販
売
業
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
百
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
六
号
イ
中
「
禁
錮
」
を
「
禁
錮
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
第
二
百
八
条
の
三
」
を
「
第
二
百
八
条
の
二
」
に
改

こ

め
る
。

（
商
品
投
資
に
係
る
事
業
の
規
制
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

商
品
投
資
に
係
る
事
業
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
六
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
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る
。第

六
条
第
二
項
第
四
号
ハ
中
「
禁
錮
」
を
「
禁
錮
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
第
二
百
八
条
の
三
」
を
「
第
二
百
八
条
の
二

こ

」
に
改
め
る
。

（
公
益
社
団
法
人
及
び
公
益
財
団
法
人
の
認
定
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

公
益
社
団
法
人
及
び
公
益
財
団
法
人
の
認
定
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
四
十
九
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
一
号
ロ
中
「
第
二
百
八
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
二
百
八
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
罰
則
の
適
用
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
四
条

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
十
五
条

前
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
附
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
刑
法
第
二
百

十
一
条
第
二
項
の
罪
は
、
附
則
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
刑
事
訴
訟
法
第
三
百
十
六
条
の
三
十
三
第
一
項
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
同
項
第
四
号
に
掲
げ
る
罪
と
、
附
則
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
少
年
法
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
同
項
第
三
号
に
掲
げ
る
罪
と
み
な
す
。
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第
十
六
条

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
附
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
刑
法
第
二
百
八
条
の
二
（
附
則
第
十
四
条
の
規
定

に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
規
定
を
含
む
。
）
の
罪
を
犯
し
た
者
に
対
す
る
附
則
第

五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
五
条
第
一
項
第
九
号
の
二
、
第
二
十
四
条
第
四
号
の
二
、

第
二
十
四
条
の
三
第
三
号
、
第
六
十
一
条
の
二
の
二
第
一
項
第
四
号
及
び
第
六
十
一
条
の
二
の
四
第
一
項
第
七
号
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
第
十
六
条
の
罪
又
は
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
六
条
の
罪
、
」
と
、
「
第
六
条
第
一

項
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
条
第
一
項
の
罪
又
は
同
法
附
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
刑
法
第
二
百
八
条
の
二
（
自
動

車
の
運
転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る
行
為
等
の
処
罰
に
関
す
る
法
律
附
則
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る

こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
規
定
を
含
む
。
）
」
と
す
る
。

第
十
七
条

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
行
為
を
理
由
と
す
る
附
則
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
道
路
交
通
法
第
九
十
条

第
一
項
た
だ
し
書
、
第
二
項
、
第
五
項
若
し
く
は
第
六
項
若
し
く
は
第
百
三
条
第
一
項
、
第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
又
は
第

百
七
条
の
五
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
若
し
く
は
同
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
百
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る

運
転
免
許
の
拒
否
、
保
留
、
取
消
し
若
し
く
は
効
力
の
停
止
又
は
自
動
車
等
の
運
転
の
禁
止
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。
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２

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
道
路
交
通
法
第
八
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
自
動
車
等
の
運
転
に
関
し
附
則
第
二
条
の
規
定
に

よ
る
改
正
前
の
刑
法
第
二
百
八
条
の
二
又
は
第
二
百
十
一
条
第
二
項
（
附
則
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
規
定
を
含
む
。
）
の
罪
を
犯
し
た
者
（
附
則
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の

刑
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
五
条
に
規
定
す
る
者
を
除
く
。
）
に
対
す
る
附
則
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の

道
路
交
通
法
第
九
十
九
条
の
二
第
四
項
第
二
号
ニ
及
び
第
百
八
条
の
四
第
三
項
第
三
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ら
の
規
定
中
「
第
六
条
ま
で
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
六
条
ま
で
の
罪
、
同
法
附
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
刑
法
第

二
百
八
条
の
二
若
し
く
は
第
二
百
十
一
条
第
二
項
（
自
動
車
の
運
転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る
行
為
等
の
処
罰
に
関
す
る
法

律
附
則
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
規
定
を
含
む
。
）
」
と

す
る
。


